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鳴神山  

避難訓練  

９月７日（月）に避難訓練を実施しました。今回の訓練は地震を想定してのものです。子ど

もたちは、放送での指示をしっかりと聞き、「おかしもち」（おさない、かけない、しゃべらな

い、もどらない、ちかづかない）をしっかりと守り避難することができました。火災もそうで

すが、地震もいつどこで発生するかわかりません。そのためにも訓練が大切になります。練習

でしっかりとできないことは本番でできません。自分自身で自分の命を守る「本物の力」を身

に付けるために、これからも、避難訓練だけではなく、普段の行動を大切にさせていきたいと

思います。ご家庭でも、避難の仕方、避難場所等について、ご確認をよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせ 
 １学期は実施していなかった「読み聞かせ」ですが、「うぐいすお

話の会」様にご協力いただき、２学期より開始しました。子どもた

ちにとって朝の時間に「読み聞かせ」からスタートすることは、落ち

着いて学習に取り組むことにつながるとともに、読書意欲の向上に

も役立ちます。ぜひたくさんの本を読み、心を豊かにするとともに、

読解力の向上にも役立ててほしいと思います。ご家庭でも「読書」

について一声かけてくだされば幸いです。よろしくお願いいたしま

す。 
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校長のひとりごと  

 教員の仕事には、転勤があります。その中には大きな変化となる転勤もあります。 

家族で南会津に転勤したことは、私たち家族にとって大きな変化となる出来事でした。自分

の持ち家を残し、一家で引っ越すというものだったからです。最初の問題は住まいをどこにす

るかでした。父親の勤務先の近く、母親の勤務先の近くのどちらにするか。私は当然母親の勤

務先の近くが良いと思ったのですが、二男が小学校就学前だったので、母親の近くには幼稚園、

父親の近くには保育所という環境。預かり時間の関係で私の勤務先の近くの教員住宅に住むこ

とに決めました。当時娘は小学校５年、長男は小学校入学の年でした。２人は私と同じ学校に

通うことになったわけです。これは特に思春期の娘はいやだったようです。思春期は父親嫌い

になることもある時期、学校でも一緒なのですから、娘の立場からするときついものがあるで

しょう。赴任しての最初の入学式。これは長男の入学式でもあります。私は立場上、入学式の

進行を行いました。教員としての立場で。しかし式後の写真撮影は保護者として写真に写りま

した。何とも変な感じでした。（その後、娘の卒業式でも同様でした。） 

 とにもかくにも公私とも長女、長男といっしょに過ごす生活がスタートしました。また保育

所とも交流学習があったため、教員として二男に出会うこともありました。もちろん我が子の

担任ではなかったのですが、給食は柳津小学校同様、全校生が食堂で食べるため、一緒になり

ます。また長女が５年生の時は６年生担任。長女が６年生の時は５年生担任だったため、高学

年ブロックでの活動も多く、授業や課外活動が一緒になることが数多くありました。最初は我

が子も「先生」とは呼べず、困っているようでした。しかし、それも少しずつ時間が解決して

いきました。また家庭で見ることがない、一生懸命に仕事をする（？）父親の姿を見ることで、

子どもたちの父親に対する意識も変わったような気がします。そして私の方も、担任している

子どもたちとの信頼関係が得られないような姿は見せられないと、がむしゃらに仕事に取り組

んでいた記憶があります。もちろん学校では我が子も他の子どもと同じように指導をし、（いや

それ以上にきつくあたったかもしれませんが・・・）同じように接してきました。そして全校

生はもちろん、家族でお世話になる地域の人にも進んで自分からあいさつをしました。そのこ

とが、子どもたちにとっても良い方向に出たような気がします。まさに「ピンチをチャンスに」

です。そういう姿を見せたせいか、娘は思春期に「父親嫌い」の顔を出すこともありませんで

した。 

 子どもたちにとって「親は鏡」です。私は良い父親ではなく、「良い鏡」にはなれませんでし

た。ただ、仕事をしている別の顔を見せることができたこと、あいさつをしっかりと行ってい

たこと、その２点だけは、「良い鏡」につながったような気がしますが、「良い鏡」全般に関し

ては反省ばかりです。しかし子育て真っただ中の保護者の皆様はまだまだ間に合います。自分

にはできなかったことですが、だからこそ皆様には、ぜひ子どもたちにとって「良い鏡」とな

り、子どもたちを育てていただきたいと願っています。もちろん私たち教職員も、子どもたち

にとって「良い鏡」となれるよう努力していきたいと思います。 

 

資源回収  

８月２２日（土）に実施いたしました資源回収では大変お

世話になりました。皆様からご協力いただき、７，３５４円

の収益を得ました。ＰＴＡ役員の皆様とご相談しながら子ど

もたちのために使わせていただきます。次年度もご協力、よ

ろしくお願いいたします。  


